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荻原鼻子
は じめに
2 002年 11月 末に文部科学省科学研究費補助金に よる事業 ｢大学と科学+ の 一 環と して
札幌で ｢海外 の ア イ ヌ 文化財 : 現状と歴史+ シ ン ポ ジ ウム が開催 され た ｡ こ れ は 198 0年
代半ばか ら 2001年 ま で の お よそ 2 0年間に わた っ て ヨ ー ロ ッ パ ､ 北ア メ リカお よび ロ シ
ア にお い て 実施さ れた ア イ ヌ 資料調査 の 総括 に あた り ､ 現地調査 にか か わ っ た研究者が参
加 して報告 を行 っ た [小谷 2 003]｡ こ の シ ン ポ ジウム は海外の 数多くの 博物館 ､ 美術館 ､
大学な どの 研究機関 に所 蔵され て い るア イヌ の 民族資料お よび文書資料 の 所在調査を締 め
くくるとい う意味で記念す べ き企画で あっ た と い えよう｡
さて ､ で は ､ 20年 にわ た る海外の ア イヌ 資料調査に よ っ て ア イ ヌ 文化の 研究には どの よ
うな成果や新た な知見が得 られ ､ また今後 の研究に どの ような展望が拓けた の で あろうか ｡
これ に つ い ても シ ン ポ ジ ウム で は報告者それぞれ の 立場から いく つ か の 指摘 が なされ た ｡
そ の なか で ､ も っ とも重要 で ある と思わ れ る の は ､ 海外 で の調査 に よ っ て ､
●
北海道 ､ サ ハ
リ ン ､ 千島の ､ す なわ ち ､ アイ ヌ モ シ リ全体 にわた り ､ 収集地や収集年 な どの 基礎デ ー タ
の 付随 した 資料が 明らか に なっ た七 い う こ とで ある｡ 言 い 換えれ ば ､ ア イ ヌ 文化の 三 つ の
地域文化を考察す る た め の 海外資料が ほ ぼ出尽く したと い う こ とで ある ｡ 精確 な数量的統
計は これからの作業に侯 たなければならない が ､ ヨ ー ロ ッ パ で は 60近い博物館に 7.000点
ほ どの 資料が明らか に なり ､ 北海道とサ ハ リ ン の 資料がそれぞれ半数ずつ を占めて い る[ク
ライナ - 2 003:1 05]. ロ シア では 5 都市にある 6 つ の 博物館 ･ 美術館 にお よそ 4.500点の
資料が確認 されたが ､ 北海道アイ ヌ の 資料を所蔵して い る の は サ ン タ ト ･ ペ テ ル ブル グの
2館だけであり ､ 圧倒的多数を占めて い るの はサ ハ リン の 資料で ある [荻原 ･ 古原 2002]｡
北アメリカ で は ､ こ れとは 逆に北海道 ア イヌ の 資料が大多数 で ある と い えよう｡ それ に比
べ ると ､ 千島アイ ヌ の 資料は非 常に限られて お り ､ ヨ ー ロ ッ パ ､ 北ア メ リカ に少数が確認
され ､ ロ シ ア で は科学ア カデ ミ ー 人類学民族学博物館に所蔵され て い る 3 つ の コ レ ク シ ョ
ン だけで あるi｡ こ の コ レ ク シ ョ ン に つ い て は収集年と収集者 はお お よそ 明らかで あるが ､
収集地はク リ - ル 諸島とい うだ けで ､ それ以上 の情報は残されて い ない ｡ にもか かわらず､
国内資料を含めて も千島アイヌ の 資料が稀少で ある こ と を考え るなら､ ロ シ ア の 資料は真
に貴重で あると い わなけれ ばな らない o ヨ ー ロ ッ パ ､ ロ シ ア ､ 北アメ リカ にお ける資料に
こ の ような特徴が みられ る こ とは ､ そ れ自体､ 検討す べ き興味あ る問港 - 収集がい つ の 時
代に ､ どの ような社会 ･ 経済的 ない しは歴史 ･ 文化的な背景で なされた の か ､ どの ような
要請のもとで収集者が活動に当た っ た の か など - を多々 含ん で い る .
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海外調査 に よ っ て 得ら れた こ の ような盛 大な資料に照 ら して 言えば ､ 確 か に ､ 一 方 で は
北海道 ､ サ ハ リ ン ､ 千 島地域全体 に共 通する ｢ア イ ヌ 文化+ が認 め られ るが ､ 他方 ､ そ れ
ぞ れの 地域 には 固有の 特徴が あり ､ 地域差が歴然と た ち顕われ て い る こ と も事実で あ る｡
こ の こ とが特 に明 らか に認め られ る の は こ れ ま で十分に把握され て こ なか っ た サ ハ リ ン の
ア イ ヌ 文化 で あ る ｡ そ れが 北海道の ア イヌ 文 化を基に形 づ く られ認識 され て き た ｢ア イ ヌ
文化+､ すなわち､ ス テ レ オ タイ プ の ｢ア イヌ 文化+ とは しばしばか け離れて い る こと を､
ロ シ ア の現場で実際に資料す なわ ち物を手 に した調査団の メ ン バ ー は ､ 物の 形状 ､ 素材 ､
造作や意匠などに認めない わ けには い かなか っ た o
1. 個別 ｢民族+ 研究の 限界
それならば ､ サ ハ リ ン の アイ ヌ 文化を際だた せて い る諸々 の 要素と は何 で あり ､ どの よ
うなア プ ロ ー チ に よ っ て それ を浮き彫り にす るこ と が でき るで あろうか｡ これ まで の よう
に ､ た と えば､ A とい う物質文化は北海道に はあるが ､ サ ハ リ ン には ない ､ あるい は ､ サ
ハ リ ン で は A ±α と して認 め られ ると か ､ あるい は ､ 北方 に隣接す る諸民族文化の影響
が濃厚 であるとい うような記述の仕方で は ､ 対照的な差違を明らか にする こ とはできても ､
サ ハ リ ンの アイ ヌ 文化の 全体像を提示するこ とは難 しい ｡
北海道と サ ハ リ ン と 千島の 地理的な位置 の違い は ､ す なわ ち､ 生態学的 ･ 自然環境､ 歴
史的 ･ 政治社会的状況 ､ 周辺 地域との 関係にお ける差違で もある｡ 周辺 地域との歴史的 ･
政治社会的関連で言 えば ､ 北海道は 日本と､ 千島はカ ム チ ャ トカ 半島 ､ ア リ ュ ー シ ャ ン 列
島と ､ そ してサ ハ リ ン は ア ム ー ル川地域とそれぞれ 緊密 な関係 にあ っ た ｡ なか で も､ サ ハ
リ ン と ア ム ー ル川地域と は多く の 点で 民族学的に 一 つ の 連続地域と して見な し得 る し､ 実
際サ ハ リ ン島と大陸を隔て る海峡は こ の地域の 住民 の往来を妨 げることはなか っ た ｡ ニ ヴ
フ はサ ハ リ ンと ア ム ー ル 川河 口地域に居住 し ､ 確か に方言差は あるもの の 一 つ の言語を担
つ て い る｡ サ ハ リ ン の ウイ ル タ は元来 この 島には生息 して い なか っ た トナ カイ と共に大陸
か ら渡 っ てきて ､ 先祖伝来 の トナ カイ飼育を連綿と近年 まで営ん できた ｡ そ の ウイ ル タ語
はア ム ー ル 川流域全体に分布す る諸民族 ､ す なわ ち､ ネギダル ､ ウリチ ､ ナ - ナ イ ､ オ ロ
チ ､ ウデゲの 言語 と同 じ トウ ン ダ ー ス 語グル ー プ に属す る｡ さらに ､ こ の 言語 グル ー プ に
は ､ 中国東北部 ､ すなわち ､ ウ ス リ ー 川 ､ 松花江 (ス ン ガリ川) の ホ ジ ェ ン (赫哲)､ 興
安嶺の オ ロ チ ョ ン ､ ソ ロ ン の言語が含まれる ｡ そ して ､ 例えば､ ホ ジ ェ ン 語はナ - ナイ 語
と相通ずる近 しい 関係 にある｡
言語の 区分はそれ を担う エ ス ニ ッ ク グル ー プの 任地 の境界で あるか の ように学問的には
理解され ､ それが 政治や行政 に反映され ｢民族+ 区分 の線引きをもたらすこ とにな っ た ｡
すなわち ､ 帝政末期 に臆気 なが ら把握 された情報に基づ い て ､ ソ ヴィ ェ ト社会主義体制成
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立後 の 早 い 段階 で ｢民族+ を基準とす る行政 区画が設 け られた の で ある ｡ そ の た めに民族
学的な調査や研究は こ う した ｢民族+ の 枠組 み の なか で進 め られ ､ 彼学会 の成果 に大きく
依存せ ざるを得な い 凍況 に あ っ た諸外 国の 学術研究 は 日本 をも含 め個別 の ｢民族+ 文化を
対象と して きた｡ こ う して ､ わた した ちもま た陥 っ た各 ｢民族+ を個別 に扱う民族学 ない
しは文化人類学的研 究が今 日ま で続けられてきた と云 え よう｡
とこ ろで ､ ロ シ ア にお けるサ ハ リ ン の ア イ ヌ 資料 か ら推測 され る ｢ア イ ヌ 文化+ は ､ 将
に こ の ような個別 ｢民族+ の 研究 と して は把握 しきれ ない 対象 で ある こ と をわた したちは
思い 知らされ た ｡ す なわ ち , サ ハ リ ン の アイ ヌ 資料の 本質に ア プ ロ ー チ する には ､ サ ハ リ
ン とア ム ー ル川地域 を 一 つ の 民族学的な地 域と して ､ そ の 地域性 を考慮 に 入れ なけれ ば､
アイヌ 文化そ の も の を理解する こ とも叶わない で あろうと思われ るii｡
2. ア ム ー ル ラ ン ド文化 の 可能性
上でみ た よう に ､ サ ハ リ ン か らア ム ー ル 川地域にか けて は 多数 の 民族が それぞれ中心的
な任地 をもつ ク ラ ス タ - をな しなが ら､ (もち ろん , ソ連時代 の 民族政策に よる人為的な
集落 の 変動 は ある が ､) 他方で は 無限 に流動性 をもち相互 に接触 融合す るとい うダイナ ミ
ズ ム をも っ た 地域で ある とみて よか ろうc そ の 流動 を引き起 こす 要因に は ､ 狩猟や漁労な
どの 生業活動 ､ 疫病 ､ 自然災害､ 社会的な対立抗争 ､ 地域的な経 済 ･ 交易活動 ､ 加 えて歴
史的に は特 に清朝期 に盛行 した 交易が あげられ よう｡ 1 8世紀以 降急速 に世界大的に拡大す
る毛 皮交易 に よ っ て ､ ア ム ー ル ･ サ ハ リ ン地域は 中国と日本を結 ぶ北方経済圏 の 中継地と
なり ､ 数多の 民族 の 間で の 交流交換が 日常的 に営ま れた地域で あ る こ と は広く論ぜ られて
きたとお りで ある ｡ と こ ろ で ､ こ の こ と は こ の 地域の 諸民族の 社 会に と っ て 現実に は何を
意味し､ どの ような現象と して顕れて い るの で あろうか ｡
この こ とに重大な関心 を寄せ た A.Ⅴ ス モ リヤ ー ク は ､ か つ て ､ ア ム ー ル 川地域の 氏族の
由来 に つ い て丹念 な調査研究 を行 っ た . ｢ウリチ氏族 の構成と分布+ [cM OJI庄E 1963] とい
う労作はア ム ー ル ･ サ ハ リ ン 地域にお ける民族的な状況を知 る上で 非常 に示 唆に富んで い
る｡ ス モ リ ヤ ー ク は こ の 研 究の なか で 19世紀半 - 2 0世紀初期にお けるア ム ー ル川地域
の ウリチ の 集落 をリ ス トア ッ プ し､ 各集落を構成して い る 氏族 に つ い て そ の 由来と移住 の
歴史的な経緯を精査 して い る｡ アイ ヌ と の 関連で言 えば､ プラ - ヴァ 村 の アイ ヌ 起源 の ク
イサリ氏族は ｢ウリチの 商人が借財の 形に連れて きたアイヌ が祖先で はなく ､ 自由意志で
大陸のデ ･ カ ス トリ - や っ て きた移住肴に由来する ｡ かれ らはそ こ に数年留ま っ たの ち､
ア ム ー ル - 渡り ､ カ ジ湖 の 近辺 とウダン村に住ん だ｡ 彼らはず っ と昔に アイヌ 語 を忘れ ､
自分たちをウリチ とみな して い る+ とい う [ch40JI 拡 1963:158]o ス モ リヤ ー ク は ､ さら
に ､ N. K. カ ル ゲル に拠 っ て ｢タイ サリ氏族 が ウリチ と異な っ て い る点と して ､ クイサリで
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は死 者の 大供養 に シ ヤ マ ン が参与 しない こ とや熊祭 の儀礼 に固有 の特徴 が ある こ と+ を挙
げ､ ま た ､ かの 女自身の 調査にもとづ い て ､ ウリチ で毎年お こ なわれ る天 - の 供犠祭が ク
イサ リにはない と指摘 して い る [cM OJI瓜 1963: 158]o もう 一 つ ､ N .K . カ ル ゲル に よれば､
ア イヌ に由来する氏族にはティ ス - 句skheを自称する 一 族があ るが ､ こ の ティ ス へ とは｢ソ
ゲィ エ トス カヤ湾 の対岸に あるサ ハ リ ン の 山 の 名+ で あ っ て ､ そ の 一 族 は ソ ゲィ エ ト ス カ
ヤ湾 (旧イ ン ペ ラ ー トル ス カヤ湾) に渡 っ て ､ そ こ に住み着 いた と いう [cM ｡JI 鑑 1963 :
158]｡ こ の テ ィ ス - を自称す るア イ ヌ に つ い て ス モ リヤ ー クが それ以上何も付言 して い な
い と ころをみ ると ､ あるい は ､ そ の 後の消息は不 明なの であろう｡
ス モ リ ヤ ー クは こ の 例に ある ような形で ､ ウリ チ に認 められ るす べ て の 氏族に つ い て 文
献や自身の フ ィ ー ル ド調査の 資料 を照合 しなが らそ の 起源を解き明か してい るが ､ それに
よ っ てウリチ社会が現実に はア ム ー ル ･ サ ハ リ ン地域の 諸多の 民族 と如何に緊密に混交 し
た複雑なネ ッ トワ ー ク をな して い るか を知る こ とが でき る o 問題 は ､ ウリチ が多元 的な民
族構成をな して い るの と全く同 じように ､ そ れぞれ の 民族の 氏 族もまた多岐多様 な民族集
団 と起源的に 関係 して い る こ と に あるQ ｢例 えば､ ウリチ の ム リ ン カ氏 族が オ ロ チ起源 で
ある とい うだ けで は不 十分で ､ さらに その オ ロ チ氏 族の 起源 を知る必要が ある｡ ア ム ー ル
下流域の す べ ての 氏族の 全体像はナ - ナ イ ､ オ ロ チ､ ネ ギダル ､ オ ロ ツ コ ､ ウデゲ､ ウリ
チ ､ ニ ヴフ の す べ て の 氏族 の 起源が 明らか に なっ た とき に見え て こ よう+ iiiと云 い ､ ス モ
リ ヤ ー クは次 の ように結論 して い る. ｢ア ム - ル川 下流域 ､ 沿海州 ､ サ ハ リ ン で は昔か ら
様々 な起源 をも つ エ ス ニ ッ ク集団が居住して い た ｡ 彼 らは今 日ウリチ が分布する地域にや
つ てきて ､ それ より以前に到来 した先住者た ち､ エ ス ニ ッ ク集団 ､ 個々 人とさま ざまな相
互 関係をもち､ そ こ に住み つ い た り ､ あるい は しばらく留ま っ たの ちに去 っ て い っ た o 一
定の 狭い 地域 にお ける長期 にわた る共住 ､ 恒常的な交渉､ 経済的な結び つ き ､ 通婚や つ き
あい は ､ こ の ような異種 の ､ 民族的には雑多な住人 を 一 つ に融合 し､ 全体と して 一 つ の 共
通な文化 の創造 を可能なら しめ た+ [cM OJL Ⅸ 1963:167]o すなわち ､ 沿海州を含め ､ ア
ム ー ル ･ サ ハ リ ン地域に は人の無制限な移動と接触に より全体として 一 つ の 雑多な民族的
な世界と独 自の 文化が 成り 立 っ た と い う主張で あるが ､ こ れ こそ ､ ｢ア ム ー ル ラン ド+ の
特質であり ､ ｢ア ム ー ル ラ ン ド文化+ と称す べ き観点で ある と筆者 は考える o た だ､ ス モ
リヤ ー ク の こ の 地域文化 に中国側の ア ム ー ル ､ すなわ ち､ 黒竜江涜域の ホ ジ ェ ン (ソ ロ ン
と オ ロ チ ョ ンは今 は保留に しておく) を含め , そ の 全体に つ い て ｢ア ム ー ル ラ ン ド文化+
を想定する ことが より有効で あろうと思う｡
3. 民族的混交と物質文化
民族的に多元 な構成をなして い る こ と.はアイヌ の場合に つ い ても知られて い る ｡ 1903-
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1 90 5年にサ - リ ン 南部 の ア イヌ 集落 を巡遊 してサ ン ク ト ･ ペ テ ル プ ル グの 人類学民族学博
物館 の た めに資料収集 に あた っ た B. ピクス ツ キは各地で丹念な人 口調査 ､ 経済状態 な どを
も調査 した が ､ そ の 折の 調査報告書 の なか で ､ 東海岸 の ある集落 で は ｢住人 の - 割が 1 -
3 世 代 に わ た る 異 民 族 と の 混 血 で あ る と ア イ ヌ 自 身 が 認 め て い る+ と 記 し て い る
[rhJICyf(CK盛 190 7: 42]o また ､ ピ ウ ス ッ キ は各地 で撮影 した人物 写真 の 解説 にもこ の こと
に触れて い る [荻原 ･ 古原 200 2: 11 7- 119]o
異民族間 の 緊密 な交渉や婚姻 に よ る混交 は ､ 文化に つ い て い えば､ 一 方で既存の 文化 に
新た な要素 を付加 し変容 を促すが ､ そ れ と 同時に ､ ある い は ､ そ れ に よ っ て既存の 文化要
素が新た な文化に 取 っ て 替 られて失 われ る こ とにも なる o こ う した こ と は文化 の 一 般的な
通則 であ っ て ､ 現代社会 にお い て も日常的な現象 で ある ｡ 異民族 の 文化が既存の 文化に い
つ そう創造 的に作用す る の か ､ それ とも既存の 文化 の 衰退 を促す の か と い う こ とは ､ 何に
よ っ て 規定される の で あろうか o 少 なくと も ､ サ ハ リ ン の ア イ ヌ 文化に つ い て の 全体的な
傾向か らみ るなら ､ そ の 多彩な創造性 とある種の 迫力は これ ま で指摘されてきた とお り ｢北
方諸 民族の 影響+ で あ る が ､ そ の意味す ると こ ろは必 ず しも明 らか で なか っ た ｡ それ 故 ､
こ の ような直感的な印象 を客観的に論証する方法を考えて み なければならない ｡
ロ シ ア の 博物館に所蔵 されて い るサ ハ リ ン の アイヌ 資料は そ の大部分が ピウス ッ キと ヴ
ア シ
- リ エ フ の 収集になり ､ そ の年代は 1900年の 最初の 10年余りの こ とで ある｡ こ の 点
は念頭 にお か なければな らない が ､ 少 なく と も､ サ ハ リ ン で は 民族文化 が ある 時期まで は
創造的に伝承 されたと み られ る の に対 し､ 北海道で はそれ が衰退 ･ 消失 の 途を余儀なくさ
れた と い えよう ｡ 北海道 の アイ ヌ 文化 に つ い て民族 的な混 交とい う視点 で顧み る なら､ サ
ハ リ ン の 場合と大きく 異 なっ て い るの は ､ 北海道で はア イ ヌ に隣接す る の は和人 とい う 一
民族 ･ 多数者で あり ､ そ こ で 生 じた の は少数者 の 多数者社会 へ の 同化で あ っ た ｡ 民族的 な
同化融合は 少数者 ア イ ヌ が言語 を保持 し ､ そ の 文化の 独自性 を維持す る事を困難 なら しめ
たの である ｡ そ の 状況 をもた らした の は近代 の 国民国家で あり ､ そ の 国策 ･ 民族政策 ､ 対
外的な政治的力学の なせ る技で あっ た ことは い うまで もない こ とで ある ｡
4. ｢アム ー ル ラン ド文化+ における地域文化として
サ ハ リ ン の アイヌ 文化 はア ム ー ル ラ ン ド文化 の なか の 一 つ の ロ ー カ ル な文化で あるとみ
る こ とが でき よう｡ 物質文化の 大陸的 ､ す なわ ち､ 北方的な要素 と は地域がも つ 民族的多
元性 と共通 の 文化 的な特性 に由来 して い る ｡ 民族的多元性とは言語 を異にす る集団や個人
間の 交渉や 通婚 を妨 げない 歴史的土壌と言 い 換える こ とが でき よう｡ 現に ､ ア ム ー ル川 下
流域の 諸民族 の もと に は混血 を表す ｢メ チ - ス+ と い う語が ある o これ は 一 般 には先住民
と ヨ ー ロ ッ パ人 の混血 を示す m6tis, m e stiz o と同語で あり ､ 実際 ､ ア ム ー ル 川地域の 先住 民
- 50-
と ロ シ ア 人 ､ ウク ライナ 人な どと の混血を指 し､ 先住民 の異民族間 の婚姻と 区別 して い るo
後者に 関して は相互 に婚姻 の相 手が どの ような民族 で あ るかは 明言され なが らも ､ い わ ゆ
るそ の異民族 は ｢他者+ の範暗に は入 らない かの ようで ある｡
さて ､ ア ム ー ル ラ ン ド文化 を所与 のもの と して 前提 にす る必然性 は どこ に見 い だ され る
で あろうか ｡ それ は ひ と つ に は物質文化 にあらわれ た技術 とそ の 由来､ あ るい は継承 に 関
して で ある ｡ 例 え ば､ 衣文化 に つ い て は ､ そ の 素材か ら魚皮衣 ､ 獣皮衣 ､ 織物衣 ( さま ざ
な由来の 木綿や絹 ､ イ ラ クサ ､ ア ッ トシ な ど)､ 羽毛 衣な どが全体 と して 分類 できる ｡ 博
物館 資料にもとづ い てみ るならそ れぞれの 分布には偏 りが ある ｡ なかで も ､ 魚皮衣はア ム
ー ル ラ ン ドに共通に認 め られ ｢ア ム ー ル ラ ン ド文化+ とみ なす こ とができ ､ サ ハ リ ン の ア
イ ヌ で も収集され て い る ｡ と こ ろで ､ サ ハ リ ン ･ ア イヌ に魚皮衣が ｢ある+ と い う こと は
ア プ リオ リ にそ の す べ て が ア イ ヌ に よ っ
I
T 作 られた と い うこ とを意味 しない の で はない だ
ろうか ｡ 作れられ た場合もあれ ば､ 交換 で入 手 した 場合も ､ そ の ほか の 場合もあ っ たか も
知れ ない ｡ そ う した こ とは ､ 魚皮衣の 裁断や縫製の 仕方の いく つ か の ヴァ リ エ ー シ ョ ン に
もみ る こ とが で き る｡ すなわち ､ 魚皮衣 には左右の 身頃を真ん 中で 打ち合 わせ ､ 腰か ら下
が 幅広 い フ レ ア にな っ た ニ ヴフ に典型的なもの ､ ウリチやナ - ナ イ に特徴的な シナ服式の
もの で ､ 左 の前身頃を右 に深く合わせ形式がみられ るo 魚皮そ の もの の質に つ い て いえば ､
驚く ほ ど しなやか で 白色に近 い もの もあれ ば､ 油脂 が酸化 し硬化 したもの もある｡ それ は
作り手 の 技術的な巧拙に よるばか りで なく ､ 熟練度 ､ 技術的完成度の 高い 民族や地域の 差
違で あるか も しれ ない ｡ そ して ､ より優れ た 素材 - の 需要は ､ 魚皮の 生産者 を動機づ け広
域に わた る物流を促 したかも しれない o こ の ように 一 枚 の 魚皮衣を取 り あげ､ それ を素材
の 特徴 ､ 裁断の仕方 ､ 縫製 の 糸や針使い ､ ア ッ プ リ ケや装飾の 材料や手 法､ 全体的な色 づ
か い などに つ い て仔細に検討 してみ るなら､ そ の技術や意匠などが果た して どこ まで アイ
ヌ 文化の なか に継承されて い るのかとい う疑問がお こ る場合が ある｡
物質文化 の研究 にお い て はも の が ｢ある+ と い うこ とは ､ 実は 多くの 情報 を内包 してお
り ､ サ ハ リ ン の場合 には こ の情報を ｢ア ム ー ル ラン ド文化+ と い う コ ンテ キ ス トの なかで
読み 取る こ とが 重要で ある ｡ しか しなが ら､ そ の ために は ｢アム ー ル ラ ン ド文 化+ をい っ
そう撮り下げ､ そ の 全容 を把握す る作業が必 要になる｡ サ ハ リ ン の アイ ヌ 文化は ｢ア ム ー
ル ラ ン ド文化+ に お ける 一 つ の ロ ー カ ル文化と して位置づ けられ るが ､ それを明らか にす
る こ とに よ っ て北海道､ 千島の アイヌ 文化と の対照研究にも示唆が得られ るであろう｡
【注】
l 例を挙げれば ､ 北 ア メ リカで は合衆国国立自然史博物館 ､ 王 立オ ン タリオ博物館 ､ バ ッ フ ァ ロ ー 科学
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博物館 ､ - - バ ー ド大学 ピ ー ボデ ィ博物館な ど｡ ヨ ー ロ ッ パ で は ライデ ン の シ ー ボ ル ト コ レ ク シ ョ ン の な
か に千島に由来する資料 (テ ン キ の龍) が ある｡ ま た ､ ロ シ ア で は ピ ョ - トル 大帝人類学民族学博物館の
千島資料は Col.8 09.8 10,8 20 である [小谷 , 荻原 2 00 4]｡
ii
近年､ 盛 んに展開され て き て い る ｢北方交易+ と いう枠組み のなか で の ア イ ヌ 文化研究には､ 確 か に､
新たな視点や発見があり ､ 傍注す べき議論が多 々 ある｡ 交易と いう大小 の 経済圏における人 と物の 移動は
各地域や社会にもた らされた物の原産地､ 経路や仲介地を明 らかに してきた ｡ 北方交易のネ ッ トワ ー ク は
より大きな世界シ ス テ ム の なか に組み込 まれ ､ 各 地 の 経済活動を刺激 し､ 人 々 の 生活文化に新 し い珍重な
文物をもた らした こと になる｡ しか しながら ､ こ の ような交易論に よ っ て ア イ ヌ社会にお ける物質文化が
も つ 本質的な特徴が より明白にな っ たか と言えば､ 議論が尽く され たとは言い難 い D 交易が人と文物の移
動を意味するとすれば､ 人 の移動に つ い て はなお ､ 深く検討す べき問題が残されて いる｡
iiiそれは疑い もなく気 の遠く なる ような作業である に違い ない ｡ しか しなが ら､ ス モ リ ヤ ー ク はそ れに
も取りかか り , 後 に ｢19世紀中葉 - 2 0世紀初期の ア ム ー ル 下流 ･ サ ハ リ ン の 諸民族の 民族的経緯+
[cMO 皿El( 19 75] を表 して い る｡
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